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～れいめい祭を振り返って～                   

令和６年度れいめい祭実行委員 らいず支援員 横堀玲子 

 

 コロナ禍で延期となっておりました「第２８回れいめい祭」が５年ぶりに再開の運びとなり、本年５月２５日

（土）に開催されました。待ちに待ったお祭り当日はお天気に恵まれ、多くの来場者を迎え「食べる・見る・踊

る」を満喫できる賑やかな楽しいイベントとなりました。やきそば、フランク、チュロス、花、野菜の模擬店に

加え、ケータリングコーナーとして、うどん、ドリンク等々の人気メニューが勢揃いし、早々に完売の声が聞か

れ大盛況でした。ステージ発表はお祭りムード満点! 藤岡琉球太鼓さんの素晴らしい演舞で幕を開け、エイサー

の掛け声と力強い太鼓の音が青空に響き渡りました。らいずのエイサーメンバーとのコラボでは優しく後押しし

てくださり、それに応えようと頑張るらいずメンバーの太鼓が一体となり、心温まる演目となりました。伝統の

ある八木節、新舞踊、詩吟、日本舞踊の和のステージも舞台に華を添えてくださいました。まほろ・らいずの各

発表では、笑顔がたくさん見られ、「ジンギスカン」のダンスでは会場から手拍子もわき、飛び入りで踊る方もあ

り盛り上がりました。      

最後となりましたが、れいめい祭開催にあたり、多くのご協力をいただきました青柳町の皆様、出演者、店舗、

取引先、ボランティア、ご来場くださったすべての皆様に感謝申し上げ、「れいめい祭」の報告と致します。大変

ありがとうございました。 

 

     

 

     

 

（１） 

れいめい 



 

サニーズマーケット活動報告 ～多くの企業様との取り組み～   サニーズマーケット  森田知香 

 2024 年 2 月末日をもってサニーズマーケット販売部門は終了し直売所は 

閉店いたしました。長らくご愛顧いただき心より感謝しております。 

 現在サニーズマーケットでは様々な企業様からの依頼を受け、日々の作業 

を組み立てています。㈱関根昆布様より昆布の検品・袋詰め作業、㈱野菜く 

らぶ様より地元農家さんと協力しての野菜の袋詰め・玉ねぎの皮むき作業、 

㈱まるだい様より大豆製品の小分け作業、㈱グリンリーフ様より木耳カット 

作業・各種シール貼り作業・ミニトマトのヘタ取り作業など様々な作業の依 

頼をいただいています。多種多様な作業種により利用者の方の特性に合った 

様々な作業を日々提供することができています。新たな取り組みとして㈱ラ 

イズトランスポート様よりミニトマトパックラベル貼り作業をまほろと協力 

しながら行っています。パックが立体であるとともにシールの形が特殊なた 

め複雑な作業ですが利用者の方々は一生懸命に取り組んでいます。また、㈱マルタ様よりレモン・みかんの小分

け作業や箱詰め作業の委託をいただくようになり、検品・計量・袋詰め・箱詰めを行い全国に発送をします。そ

の他施設外作業として森巖寺様にて週１回の清掃作業を担わせていただいています。落ち葉集めや草取り、古く

なった仏花の回収等を行います。お墓参りにいらした方や住職様より直接感謝の言葉をいただくことができたり

もするので利用者の方にとってもやりがいとなっていると感じています。 

 様々な作業を日々こなすのではなく、自分たちの作業がどこに繋がっているのか、どんな人の手に渡るのか職

員も含め想像力を働かせながら、作業の繋がりを意識づけていく必要性も感じています。今後も現在の作業を継

続して行っていけるよう信頼していただける作業を積み重ねていければと考えています。また、新たな作業にも

前向きに取り組み、利用者の方のチャレンジのきっかけにもしていけたらと思っています。 

 

～グループホーム報告（ＧＨソレイユ・ＧＨあおぞら）～   ＧＨサービス管理責任者  井上大介 

 ホームソレイユでは男性 4名、ホームあおぞらでは女性 6名が仲間と協力しな 

がら楽しく生活をしています。ホームの日課は、日中活動で頑張った事をお互い 

に報告し合い褒め合いながらの「お茶タイム」から始まります。日替わりでおせ 

んべいやクッキーなどを皆で食べながら麦茶を飲んでくつろいでいます。その後 

の余暇時間はそれぞれが好きな事をして過ごしますが、テレビでグルメ番組を観 

たり CD で音楽を聴いたり、ぬり絵や支援者と一緒にゲームをして楽しく過ごしたりしています。自宅では、 

マイペースな人も、ホームでは集団生活という事を意識してか、自分でできる事は自分で行ったり周囲に合わせ

て行動したりと、一人ひとりが良い意味で気を使いながら協力して生活している様子がうかがえます。ホームあ

おぞらの人達は、家事のお手伝いをしたりホーム内で軽運動をしたりと、いろんなことに取り組んでいます。ホ

ームソレイユの人達は、家事などのお手伝いができる人もいますが自立課題に取り組んでいる人もいます。 

 今後もホームでは一人ひとりに合った生活スタイルを尊重しつつ季節ごとに楽しめるイベントや旬の食べ物

などを提供し、利用者本人が「自分で出来る事」を維持できるように関わりながら、仲間と楽しく生活していけ

るように支援していきたいと思います。 
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～らいずの小旅行～                         らいず支援員  茂木 智紀 

９月～１１月にかけて渋川スカイランドパーク、伊香保グリーン牧場に少 

人数グループで旅行に行ってきました。小旅行出発前には皆さん旅行のしお 

りを見て「何を見ようかな？」「何を食べようかな♪」「乗り物は何に乗ろう 

かな？」とワクワクされていました。 

伊香保グリーン牧場では、ウマ、ヒツジ、ウサギなどと触れ合い、場内を 

元気よく歩く姿も見られ、景色もよくリフレッシュすることが出来ました。 

スカイランドパークでは、ジェットコースター、メリーゴーランド、ゴー 

カート、観覧車などを楽しみました。皆さんのはしゃいだ笑顔がとても印象 

的でした。お昼にはご自身で選んだ食べ物や飲み物をとてもおいしそうに召 

し上がっていました。また、グリーン牧場では、食後のデザートとして牧場 

特製のソフトクリーム、モーモー焼きなどもチョイスし、こちらもおいしそ 

うに召し上がっていました。帰りには、お土産コーナーで、自分の好きなも 

のや、ご家族へのお土産を選び購入することが出来ました。 

今回の小旅行では、らいずでの笑顔とはまた違った笑顔をいっぱい見ることができました。今後も利用者さん

が楽しめる企画を考え活動に取り入れていきたいと思います。 

 

～まほろの取り組み「農福連携」業務～             まほろ花野菜事業部  糸井 綾 

 今回はまほろの花野菜事業部の作業をご紹介したいと思います。 

農作業では畑の管理、野菜の栽培、取引先へ出荷作業があります。 

園芸作業では年間を通じて花壇苗の栽培管理、ホームセンターへの 

出荷作業を行っています。また今回、ご紹介する「農福連携」の作 

業とは近隣の農家の方から作業依頼を受け、農家さんの畑で作業を 

行うものです。今では 4 軒の農家の方と契約し畑の除草作業や草刈 

り、枝豆の種まき、こんにゃくのカラ掻き作業など、その時々で忙しい作業の手伝いに行かせていただいていま

す。現在、行なっている農福連携の作業は「こんにゃくのカラ掻き」作業です。カラ掻きとはこんにゃくの収穫

の前にトラクターなどに枯れたこんにゃくの葉が絡まないように熊手で掻いて集める作業です。この作業は 10

月下旬から 12 月上旬まで毎日続く作業です。渋川の赤城町の畑まで行き毎日作業を行っています。今年も作業

の依頼があり畑の地図と畑の順番が書いてある紙を渡されます。 

「ん？今回は９１ヶ所だね。去年は 101 ヶ所だから少ないほうだね。」「みんな準備はいいかな。出発しまーす！」

という会話から始まります。広い狭いはあるけれど沢山の畑のこんにゃくの葉を掻きます。自分の身体より大き

い熊手を使って一生懸命に掻く人、搔き集めた山をまとめる人、それぞれの作業に頑張って取り組んでいます。

熊手で手の皮がむけたり豆が出来たりする時もあります。メンバーのみんなは辛くないのかな？といつも思うけ

れど、みんなの顔はどことなく生き生きしている気がします。農家の方に合うと必ず「早いね！凄いね！助かり

ます！ありがとうございます。」「みんなが来てくれないと困っちゃうよ。」と声をかけていただきます。自分たち

の作業で助かっている。農家の方たちの力になっている。その農家さんからの言葉は私たち職員の言葉よりメン

バーに響いています。 

大変な作業ですが、今日もみんなと「いってきます！」 
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～相談支援事業所アベリアからの報告～           相談支援事業所アベリア  舘野真生 

 

相談支援事業所アベリアがスタートをして１０年が経過をしました。最初は同法人 

の利用者の方が中心でしたが、現在は未就学のお子様から小中学校や特別支援学校に 

通う生徒、日中活動を利用する方、グループホームや在宅で過ごす方、６５歳を迎え 

る方など様々な相談を受けるようになってきました。また、定期的に行政や前橋市内 

の相談支援事業所が集まって地域の資源や新しい法律、制度の確認、相談支援に関す 

る勉強会などを行っています。 

相談支援はサービス等利用計画を作って福祉サービスとつなげてモニタリングを行うだけでなく、本人の意思

や意向を捉えていきながら、関係機関からも情報を伺い支援の方向性を考え総合的な援助の方針を立てていくこ

とが大切になります。これからはより利用者の方の意思決定支援への配慮を行っていくことが相談支援において

も重要になるのでその人らしく安心して過ごせる生活を思い浮かべながら日々の業務にあたっていきたいと思

います。 

 

本部事業報告（令和５年度事業報告） 

日 付 項 目 内  容 

Ｒ５ 

５／１９金 

監事による監査 

（理事長・幹事・事務局員） 

1.令和４年度会計執行状況及び法人・施設運営状況 

2.令和４年度有機認証に係る業務運営状況報告 

Ｒ５ 

５／２６金 

第１回理事会 

（理事長・理事・監事） 

1.令和４年度事業報告について 

2.令和４年度決算報告・監査報告について 

3.次回評議員会招集項目等について 

報告 ・職務の状況報告 

 ・役員改選について 

 ・消防立入検査結果について 

Ｒ５ 

６／２０火 

第１回評議員会 

 

1.令和４年度事業報告について 

2.令和４年度決算報告・財産目録承認について 

3.役員の改選について 

Ｒ５ 

６／２０火 

第２回理事会（臨時） 

（理事長・理事・監事） 

1.理事長及び業務執行理事の選定について 

 

Ｒ６ 

３／２２金 

第３回理事会 

（理事長・理事・監事） 

1.令和５年度第１次補正予算について 

2.令和６年度事業計画について 

3.令和６年度当初予算について 

4.定款変更について 

5.処遇改善事業の実施について 

6.就業規則等見直しについて 

7.令和６年度役員等賠償責任保険の契約について 

報告 ・職務の状況報告 

◇社会福祉法人三山黎明会ホームページのご案内（法人情報を公開しています） 

法人の詳しい事業内容等がご覧になれます →→→ http://www.mireimei.or.jp/ 
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